
【
１
月
】

５
日
（
金
）
野
洲
市
は
４
月
か
ら
、
市

立
保
育
施
設
で
働
く
嘱
託
保
育

士
の
月
額
報
酬
を
11
・
２
％
引

き
上
げ
、
22
万
５
千
円
に
。

７
日
（
日
）
・
８
日
（
月
）
19
市
町
で

成
人
式
。
新
成
人
は
昨
年
よ
り

２
０
６
人
多
い
１
万
５
２
６
１

人
。

11
日
（
木
）
県
選
管
、
県
内
全
高
校
２

年
生
に
選
挙
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
。

18
歳
選
挙
権
歓
迎
は
４
割
。
政

治
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
は

「
治
安
・
秩
序
の
維
持
」
（
22

％
）
が
「
経
済
発
展
」
（
18
％
）

を
上
回
っ
た
。

13
日
（
土
）
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

始
ま
る
。
県
内
５
大
学
６
会
場

で
６
２
９
７
人
が
受
験
。

19
日
（
金
）
県
い
じ
め
問
題
連
絡
協
議

会
、
現
場
の
事
例
や
成
果
を
議

論
。

19
日
（
金
）
県
は
、
親
か
ら
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
ら
を
か
く
ま
う
一

時
保
護
所
を
大
津
に
開
設
す
る

（
４
月
）
。
草
津
、
彦
根
に
つ

い
で
３
カ
所
目
。

21
日
（
日
）
綾
羽
高
校
硬
式
野
球
部
員
４

人
を
含
む
生
徒
８
人
が
、
昨
年
12

月
飲
酒
・
喫
煙
を
し
て
い
た
事
が

判
明
。

24
日
（
水
）
県
教
委
は
、
今
春
卒
業
予
定

の
県
内
中
学
校
と
特
別
支
援
学
校

中
学
部
生
徒
の
進
路
志
望
状
況
を

発
表
。
高
校
な
ど
へ
の
進
学
志
望

率
は
過
去
最
高
と
な
っ
た
前
年
度

と
同
じ
99
・
３
％
、
県
立
全
日
制

高
校
へ
の
平
均
志
望
率
は
１
・
07

倍
だ
っ
た
。

27
日
（
土
）
２
０
１
７
子
ど
も
の
未
来
を

ひ
ら
く
滋
賀
「
教
育
の
つ
ど
い
」

教
科
別
・
障
害
児
教
育
（
八
幡
高

校
）

30
日
（
火
）
県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

の
再
編
を
巡
っ
て
、
守
山
養
護
学

校
の
学
習
環
境
が
こ
れ
ま
で
同
様

に
保
障
さ
れ
る
か
が
課
題
に
。

31
日
（
水
）
県
教
委
、
学
校
で
の
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
方
針
を
発
表
。

平
日
退
勤
午
後
７
時
、
超
勤
時
間

月
45
時
間
超
の
教
員
を
減
ら
す
な

ど
の
数
値
目
標
を
掲
げ
た
。

【
２
月
】

１
日
（
木
）
滋
賀
の
障
害
児
教
育
を
よ
く

す
る
会
、
特
別
支
援
学
校
の
新
設

や
教
職
員
の
増
員
な
ど
教
育
環
境

の
改
善
を
求
め
る
署
名
２
万
３
６

６
２
筆
を
知
事
と
県
教
育
長
宛
て

に
提
出
。

２
日
（
金
）
県
教
委
は
県
立
高
校
の
推
薦
・

特
色
選
抜
な
ど
の
出
願
状
況
を
発

表
。
倍
率
は
推
薦
１
・
13
倍
、
特

色
３
・
40
倍
、
２
年
目
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
推
薦
は
０
・

95
倍
だ
っ
た
。

５
日
（
月
）
県
内
私
立
高
校
入
試
始
ま
る
、

１
万
１
０
２
１
人
が
受
験
。
倍
率

は
全
日
制
１
・
03
倍
、
定
時
制
１
・

14
倍
。

６
日
（
火
）
県
総
合
教
育
会
議
、
１
年
間

の
議
論
内
容
を
振
り
返
っ
た
。

９
日
（
金
）
米
原
市
、
定
住
促
進
へ
給
付

型
奨
学
金
（
県
内
初
）
。
対
象
は

４
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

に
入
学
す
る
人
で
、
卒
業
後
６
年

間
市
内
に
住
む
こ
と
が
条
件
。

10
日
（
土
）
２
０
１
７
子
ど
も
の
未
来
を

ひ
ら
く
滋
賀
「
教
育
の
つ
ど
い
」

課
題
別
・
特
設
、
全
体
講
演
（
能

登
川
中
学
校
他
）

13
日
（
火
）
小
学
５
年
と
中
学
２
年
対
象

の
２
０
１
７
年
度
「
全
国
体
力
テ

ス
ト
」
結
果
。
県
内
小
学
男
女
と

中
学
女
子
の
体
力
合
計
点
が
、
08

年
度
調
査
開
始
以
来
最
高
点
に
。

一
方
、
中
学
男
子
は
全
国
平
均
を

上
回
る
も
の
の
過
去
最
低
点
と
な
っ

た
。

13
日
（
火
）
聾
話
学
校
を
守
り
発
展
さ
せ

る
会
、
聴
覚
障
害
児
の
教
育
環
境

の
維
持
や
充
実
を
求
め
る
署
名
１

万
７
８
８
筆
を
県
教
委
に
提
出
。

15
日
（
木
）
大
津
市
、
い
じ
め
の
重
大
事

態
を
検
証
す
る
た
め
、
被
害
者
側

が
委
員
の
半
数
を
推
薦
で
き
る

「
重
大
事
態
再
調
査
委
員
会
」
を

設
置
す
る
方
針
。

22
日
（
木
）
県
教
委
、
県
立
高
校
一
般
選

抜
の
出
願
状
況
を
発
表
。
倍
率
は

全
日
制
１
・
12
倍
（
前
年
度
と
同

じ
）
、
定
時
制
０
・
62
倍
（
０
・

11
ポ
イ
ン
ト
減
）
。

（
丹
部
）

森
友
問
題
で
人
を
自
殺
に
ま
で
追
い
込

ん
で
も
な
お
う
そ
を
つ
き
通
そ
う
と
す
る

大
人
た
ち
が
い
る
一
方
で
、
”
ご
ん
ぎ
つ

ね
”
で
人
と
人
が
心
を
通
わ
せ
て
、
わ
か

り
合
う
難
し
さ
と
喜
び
を
学
び
合
う
子
ど

も
た
ち
が
い
る
。
未
来
を
託
そ
う
、
こ
の

子
ど
も
た
ち
に
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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憲
法
９
条
の
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め
、
「
戦

争
さ
せ
な
い
甲
賀
市
民
の
会
」
は
、
２
月
17
日

か
ら
19
日
の
３
日
間
、
土
山
町
の
田
村
神
社
の

祭
礼
で
「
改
憲
を
許
さ
な
い
３
０
０
０
万
人
署

名
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
森
陰
に
は
少
し
雪

も
残
り
、
北
風
の
当
た
る
日
陰
で
は
凍
え
る
寒

い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
42
人
が
参
加
し
６
７
３

筆
の
署
名
の
協
力
を
得
ま
し
た
。
一
つ
の
取
り

組
み
に
こ
れ
だ
け
の
参
加
者
と
署
名
数
を
得
る

こ
と
は
私
の
知
る
限
り
初
め
て
で
し
た
。
平
和

憲
法
守
れ
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
る
方
は
「
憲
法
９
条
の
も
と
で
自
衛
隊
は

一
人
も
人
を
殺
さ
ず
、
一
人
も
殺
さ
れ
な
か
っ

た
」
の
呼
び
か
け
に
「
家
に
い
て
黙
っ
て
た
ら

ア
カ
ン
」
と
わ
ざ
わ
ざ
戻
っ
て
き
て
署
名
に
応

じ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
本
に

『
不
死
身
の
特
攻
兵
・
軍
神
は
な
ぜ
上
官
に
反

抗
し
た
か
』
（
鴻
上
尚
史
・
講
談
社
現
代
新
書
）

が
あ
り
ま
す
。
十
万
冊
単
位
で
売
れ
て
い
る
の

で
読
ま
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
話

は
こ
う
で
す
。
陸
軍
の
特
攻
兵
佐
々
木
友
次
さ

ん
は
、
９
回
の
特
攻
出
撃
の
命
令
を
受
け
ま
す
。

そ
し
て
毎
回
帰
還
し
て
、
上
官
か
ら
ひ
ど
く
叱

責
さ
れ
ま
す
。

・
・
・
レ
イ
テ
湾
に
は
、
敵
戦
艦
は
た
く
さ
ん

い
た
ん
だ
。
す
ぐ
に
体
当
た
り
し
ろ
。
弾
を
落

と
し
て
帰
る
だ
け
な
ら
、
特
攻
隊
で
な
く
て
も

い
い
ん
だ
。
貴
様
は
特
攻
隊
な
の
に
、
ふ
ら
ふ

ら
帰
っ
て
く
る
。
貴
様
は
、
な
ぜ
死
な
ん
の
だ
！

船
は
ど
れ
で
も
い
い
。
見
つ
け
次
第
突
っ
込
め
。

今
度
帰
っ
た
ら
、
承
知
せ
ん
ぞ
！
（
１
２
５
頁
）

教
育
勅
語
の
も
と
で
教
育
さ
れ
、
「
死
（
軍

人
の
命
）
は
鴻
毛
よ
り
軽
し
と
心
得
よ
」
と
謳

わ
れ
た
軍
人
勅
諭
の
精
神
を
た
た
き
込
ま
れ
た

日
本
軍
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
中
国
大
陸
で
の
日
本
人
の
蛮
行
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
本
多

勝
一
さ
ん
の
『
南
京
へ
の
道
』
（
朝
日
文
庫
）

で
は
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
り
ま
す
。

・
・
・
無
錫
に
向
か
う
日
本
軍
に
放
火
さ
れ
た

自
分
た
ち
の
家
々
に
火
の
手
が
大
き
く
上
が
る

の
を
見
て
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
三
人
の
男
が
、

日
本
兵
の
囲
み
を
命
が
け
で
突
破
し
て
家
の
方

へ
行
こ
う
と
し
た
。
行
か
せ
ま
い
と
す
る
兵
隊

ら
と
も
み
合
い
に
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
三
人

は
燃
え
さ
か
る
一
軒
の
中
に
押
し
込
ま
れ
扉
を

外
か
ら
閉
め
ら
れ
た
。
殆
ど
直
後
に
そ
の
家
は

屋
根
が
焼
け
落
ち
た
。
二
歳
の
男
の
赤
ん
坊
が

い
た
。
騒
ぎ
に
驚
い
て
大
声
で
泣
き
出
し
た
。

抱
い
て
い
た
母
親
か
ら
赤
ん
坊
を
奪
っ
た
兵
隊

が
、
火
の
中
へ
放
り
込
ん
だ
。
泣
き
叫
ぶ
母
親

は
、
水
路
の
中
へ
銃
剣
で
突
き
落
と
さ
れ
た
。

（
86
頁
）

日
本
で
、
ア
ジ
ア
で
、
そ
し
て
世
界
で
何
十

万
何
百
万
人
の
人
た
ち
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
上
の
２
つ
の
話
は
戦
争
の
一
断
面
で

す
が
、
戦
争
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
知
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
憲
法
は
押
し
つ
け

ら
れ
た
」
「
９
条
は
現
実
に
合
わ
な
い
」
と
改

憲
に
走
る
今
こ
そ
、
憲
法
９
条
は
、
何
よ
り
も

こ
う
し
た
戦
争
の
反
省
の
上
に
た
っ
て
出
来
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
確
信
を
持
つ
こ
と
で
す
。

「
自
主
憲
法
」
も
「
加
憲
」
も
戦
争
の
真
摯
な

反
省
か
ら
生
ま
れ
て
こ
な
い
も
の
で
す
。
憲
法

９
条
を
守
る
署
名
活
動
は
、
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
り
、
生
き
た
い
と
願
い
な
が
ら
生
き
ら
れ
な
っ

た
人
た
ち
か
ら
の
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
へ
の

ど
う
生
き
る
か
の
問
い
か
け
で
す
。

（
た
な
か

さ
と
る
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2018年

１月
２月

戦
争
許
さ
な
い
６
７
３
筆

～
９
条
は
戦
争
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
～

佛
教
大
学
研
究
員

田
中

哲

・戦争許さない673筆～9条は戦争の
反省から生まれた／田中 哲 …P1

・「ごんぎつね」と「おれ」～2017
滋賀の教育のつどい「国語」分科
会のレポートより
／中澤 恵理 …P2,3

・琵琶湖の魚を守るために
／角田 純一郎 …P4,5

・沖縄で今更知ったこと～地域民研の
全国交流集会に参加して
／茶谷 淑子 …P6,7

・滋賀の教育動向 1・2月 … P 8
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